
 

 



【レースの傾向】 

無料メルマガでもお伝えしたと思いますが、 

良馬場開催の根岸Ｓは、圧倒的な差し有利がセオリー。 

 

但し、外枠は不利になるケースが多く、 

出来れば６枠から内に入った末脚自慢を重視したいレース。 

 

血統傾向は、父が米国型かＤサンデー系。 

母父も米国型か大系統ミスプロ系が理想的。 

 

前走傾向は、「近２走以内に武蔵野Ｓ出走」 

基本的に前走条件戦だった馬は軽視の方向で、 

最低でもＯＰ特別３着以内程度の実績が欲しい所。 

 

 

【予想見解】 

 

◎１０番サンライズフレイム 

父：ドレフォン（米ストームバード系） 

母父：アフリート（米ミスプロ系） 

半兄ドライスタウトは武蔵野Ｓ勝ち馬で、 

Ｇ１全日本２歳優駿も勝っている早熟馬。 

 



ダートの古馬重賞では、明け４歳馬がなかなか勝てませんが、 

本馬の場合、家系から通用する可能性が高いと見ております。 

 

また、これまで全て芝スタートのコースに使われて 

結果を残して来ておりますが、アフリートを母父に持つと、 

ダートスタートの１４００ｍで最大のパフォーマンスを見せる 

と言う傾向がございます。 

 

実際「米ストームバード系×アフリート」の配合馬は 

東京ダ１４００ｍがベストのコースで、その複勝率は 

５６％に及びます。 

 

時計的な能力も、良馬場では全て基準タイム以下の 

時計で走破出来ており、前走の指数はタガノビューティと 

同レベルの指数を記録しております。 

 

ダートスタートコースに替わる事で、 

更なる上積みがあるとすれば、勝ち負けとなるでありましょう。 

 

 

○１４番アルファマム 

父：マジェスティックウォリアー（米ＡＰインディ系） 

母父：フジキセキ（Ｐサンデー系） 



祖母父：米フォーティナイナー 

 

根岸Ｓで最も多くの３着以内馬を出す 

フォーティナイナーの血を母系に抱えており、 

母父、祖母父ともに短距離消耗戦の名血であります。 

 

常に上り最速をマークする堅実な末脚が魅力で、 

もう少し内の枠に入れば、こちらが本命候補でした。 

 

 

★５番ベルダーイメル 

父：オルフェーヴル（Ｔサンデー系） 

母父：スニッツェル（米ダンチヒ系） 

祖母父：キングマンボ（ミスプロ系） 

 

オルフェーヴル×米国スピード強化血統 

この配合は、良馬場の根岸Ｓで２頭が馬券になっております。 

 

色々な条件に使われてきておりますが、 

良馬場の１４００ｍで最も高いパフォーマンスを 

発揮する「１４００ｍ型」だと思われます。 

 

前走は初めての１２００ｍで追走に手間取りましたが、 



上り最速をマークして、１２００ｍスペシャリスト達と 

小差の競馬が出来ておりました。 

 

本来の距離に戻る事で、上積みがあれば 

馬券圏内も夢ではないと思います。 

 

 

【馬券】 

EZ-WIN推奨馬券 

馬連・ワイド・３連単３頭ボックス 

７番・１２番・１４番 

 

３連複フォーメーション２７点 

１４－２・１２－総流し 

 

くまもん馬券 

複勝５番 

ワイド５－１０・１２・１４ 

 

馬連１０－５・１２・１４ 

 

３連複フォーメーション２４点 

１０－５・１２・１４－印全頭 


